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  ※ 2013年度以前は米国会計基準、2014年度以降は国際会計基準（IFRS）
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全社の各重要数値に占めるカンパニー比率（過去3ヵ年平均）過去3ヵ年平均

総資産 連結従業員数基礎収益ROA*2
実質営業 

キャッシュ・フロー

ボーイング社提供

BHP社提供

セグメント概要 *1

繊維カンパニー

機械カンパニー

金属カンパニー

エネルギー・化学品カンパニー

食料カンパニー

住生活カンパニー

情報・金融カンパニー

第８カンパニー

その他及び修正消去

4.0%

4.2%

11.9%

4.3%

2.6%

4.7%

5.2%

1.4%

非資源 76.1% 91.1% 75.5% 95.0%

資源 23.9%  8.9% 24.5%  5.0%

*1 2019年7月1日付で「第８カンパニー」を新設したことに伴い、2018年度の実績を組替えて算出しています。
*2 平均ROAは基礎収益に対するROAを表示しています。

連結純利益（非資源／資源）（億円）

セグメント別連結純利益（億円）

（年度）
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231 312
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3,103
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325
3,006
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790
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112
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320
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392
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▲167▲83

484 507

555

820

255

345

256

376

1,611

126

1,110

153
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224

634

554

484

125

145 452

3,522

783

401

189

705

276

464

252

24

131210 11 14 15 17 18 1916 20

103

60

一過性損益
▲575 200 0 0 ▲50 ▲750 ▲180 ▲165 285 160 ▲510

基礎収益

2,186 2,805 2,803 3,103 3,056 3,154 3,702 4,168 4,720 4,853 4,524

■ 繊維カンパニー　■ 機械カンパニー　■ 金属カンパニー　■ エネルギー・化学品カンパニー　■ 食料カンパニー　 
■ 住生活・情報カンパニー（2014年度まで）　■ 住生活カンパニー（2015年度以降）　■ 情報・金融カンパニー（2015年度以降）　 
■ 第８カンパニー（2017年度以降）　■ その他及び修正消去　
※1 2016年4月より、「住生活・情報カンパニー」を「住生活カンパニー」と「情報・金融カンパニー」に改編しました。
※2 2019年7月1日付で「第８カンパニー」を新設したことに伴い、2017年度及び2018年度の実績を組替えて表示しています。

131210 11 14 15 17 18 1916（年度） 20

5,005

1,155

3,780

4,014

1,079

5,013

1,268

2,927

3,783

2,803

1,913

755

1,611

752

1,025

3,005

1,595

1,492

3,103

2,468

536

3,006

3,172

2,404

4,003

823

2,373

3,3103,137

3,522

306

1818

▲236▲236

 連結純利益　■ 非資源利益　■ 資源利益
※ CITIC／CP関連の損益を除き、「その他及び修正消去」は、非資源利益、資源利益に含まれていません。

非資源分野の収益拡大

食料、情報・金融等非資源
分野の伸長、CITICの利益
貢献、一過性損益の反動

将来リスクの軽減に鑑み、
非資源分野を中心に減損

処理を断行

資源分野の減損損失を 
非資源分野の増益が 
カバーし、ほぼ横ばい

既存事業の磨きと 
「削る」の着実な実行、 
資源価格上昇による伸長

非資源分野の更なる 
利益伸長、資源価格の上昇、 

5,000億円のステージへ

分野分散の効いた強固な 
収益基盤により、5,000億円の 
足場固めを着実に推進

新型コロナウイルスの影響を 
受ける中でも減益幅を最小限
にとどめ、経営上の懸念を一掃

資源価格下落、米国石油
ガス開発関連事業減損を
カバーし、非資源分野の 

収益拡大

前期低効率資産整理
の反動、全般的な 
収益力の底上げ
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